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『東北大学百年史』に期待する

百年史権想をめぐって

第2回 東北大学百年史研究会

工学部創設前 史をめ ぐる諸 問題

点描 ・百年史

束北帝国大学医科大学本館

医科大学 (のち医学部)は 大正4年 (1915)7月開設された。旧官成病院を附属医院とする臨床系の

西側に建てられたもので、旧北四番丁通りに面した本館が上棟式を草行したのは大正 6年 (1917)

8月 であった。66年にわたり医学部の歴史を見守ってきた本篤は、学国整備総合計画による鉄筋=

ンクリート1lPHL建ての基礎研究棟にその地を議り昭和48年(1973)解体された。



『束 北 大 学 百 年 史』に期待する

香獲査霜裂婆畳会委員長 イ`

東北大学が創立50周年を迎えた1957年には、私はまだ学生であった。その

年に記念式典があったことはかすかに寛えているが、どんな企画があったの

かは全く記憶にない。しかし少し遅れて実現した50周年記念事業としての記

念講堂と『東北大学五十年史』のことは良く覚えている。議堂は、1960年に、

校舎及び公務員宿舎として利用していた旧米軍宿舎だけの地区に、それこそ

忽然と全く異質で見事な恒久建築が立ち、しかも広い前庭まで整備されたか

らである。また 『五十年史』の方も、同じ1960年に公刊されたが、当時編集

夫貞山

執筆に携わっておられた編集委員会委員長の中村吉治前附属図書館長、中央委員のお一人高柳真三教授

に親しくしていただいた関係で、音労話を開かされていただけではなく、二十年史編集室が、私の指導

教官であった世良晃志郎教授が中村教授の後任として館長をなさっていた図書館内にあり、 したがって

そこで専ら編集に携わった原田隆吉助手(後に教授)とも接する機会が多かったからである。残念なが

ら、ここに記したすべての先生がお亡くなりになってしまったので、当時の思い出を開くことはもうで

きない。しかし、その成果たる 『五十年史』2巻は、我が国の大学史の中の自眉とされ、その後各大学

で製作されたものの模範となっていると聞いている。現に、『五十年史』は資料として貴重なだけてな

く、読んで面白い。特に、東北大学に籍を置いた関係者にとっては、そうであるょ立派に歴史書になっ

ているからである。

欧米では大学史は歴史学の一部門としての位置づけを早くに得ていたと思う。教育史全体の中での大

学の位置づけだけでなく、古い大学 ・学部の歴史が専門研究の対象になっているし、またそれ故にそれ

に関する研究・単行本も多い。これを証するごとくに文献目録にも大学史が独立項目となっているもの

も多い。我が国でも大学一般の歴史を主たる専攻にされている方はいるが、大学そのものの歴史が浅い

せいでもあろうが、この点では欧米に大いに劣っているように思われる。

『東Jヒ大学百年史』は早くから構想されていたが、昨年頃から漸く編集体制が整いつつある。全学の

協力を得て、事徒の講師・助手各 1名、事務担当室員2名から成る編褒室ができ、また資料班集も本格

化してきたからである。これで多分全11巻中の全学にかかわる巻の準備体制は整ったと言って良いであ

ろう。問題は部局史の方である。果たして各部局でどこまで進展を見せているであろうか。部局によっ

ては、本部の編集室での仕事以上に早くから準備に入り、相当の進17Fが見られる所もあると聞いている

V

V

- 2 -



が、大部分の部局では今のところ形式的に編集委員会を設立しただけにとどまっているのではなかろう

か。新たに編察委員会委員長を引き受けた者として、いささかの不安を持っている。私は、『東北大学

百年史』においても、『五十年史』の時と同様、日本の大学史の第二の割期を作りたいと願っている。

そのためには、編集室のみならず各部局史編察委員会においても、学問的に耐えられる真の意味の大学

史を作る努力をしていただければと願っている。資料蒐集は勿論大前提であるが、それを駆使して執筆

するための準備、特に近年大学を取り巻く状況が大きく変質しつつあるだけに、過去を振り返り未来を

見据える歴史を書くための統一的視点の設定は、歴史学としての大学史を完成するためには不可欠とな

ろう。この面でも編集室と部局史編察委員との間の早期のかつ緊密な連絡・討議を期待したい。

新たな大学史の出発点を作る気概を、編集執筆に携ある人々すべてが持っていただけたらと願って止

まない。

V
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完 成 時 の 川 内 記 念 講 堂

(写真中央が講堂、周囲は旧米早信合、東北大学記念資料室所頑)
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百 年 史構 想 を め ぐ って

東北大学百年史編纂構想委員会元委員長
東Jヒ大学名誉教授 渡 辺 信 夫

東北大学100年の歩みを記録し、東北大学の生んだ学術的研究成果を後世に伝え

ようという学内の気運が盛 り上がってきたのはだいぶ前のことである。創立以来、

日本の学界をリー ドし、世界をリードしてきた東北大学の学術研究の数々とその沿

草を世界に社会に正確に伝え、それを誌すことは日本の学問え、科学技術史にとっ

てもきわめて有意義であるばか りでなく、東北大学の社会的責務であるといってよ

い。しかしながら、
一般に大学は自らを語ること少なく社会的には沈黙の巨大学術

研究集団とみられてきた。しかし、学術 ・技術が世界を リー ドすることの必要が求

められている時代が到来し、大学が自らを語り大学の進むべき方向を見定あることの重要性は誰しもが認あ

るところとなっいる。そのような意味で、年史編纂は単に大学の沿革を確認し記録に残すだけでなく、大学

の社会における自己認識と新たなる出発のために不可欠な作業であるといえよう。

東北大学が百年史編集について本格的な検討を始めたのは平成5年度に入ぅてからである。正確には、平

成5年 7月 20日、東北大学百周年記念事業企画委員会 (委員長平則夫医学部長)の 下に東Jヒ大学百年史編纂

構想委員会 (委員長渡辺信夫)カミ設置されてからである。ところで、年史編纂は全学共通の関心事であって

も歴史の編集という特殊な作業を伴う。そこで、委員会は全学的立場からの委員に歴史編集に経験をもつ確

史ネ教官を加え11名で発足することとした。この委員会は名の通り、編纂の基本方針、編察の体制、百年史

の構成を検討し、編集構想を答申することを第一の仕事としたが、年史関係資料の収集をも同時に始める事

とした。百周年を迎えるまでまだ長い時間があるようだが、関係資料の収集には相当の時間を必要とし、 1

年でも早く着手すべきであるとの判断があったからである。もっとも、東Jし大学は大学史研究施設として誇

るべき記念資料室をもち関係資料の収集を続けてきたところである。しかし『五十年史』千」行以後の年史資

料の収集はまだ十分とはいえない。それだけ東北大学は巨大なのである。

年史を構想し、編集に着手するには、構想の検討に加えて他大学における年史の編纂事情や学外における

関係資料の所在などの見通しをつけておく必要がある。そこで、九州大学、京都大学、名古屋大学、東京大

学、中央大学、北海道大学の年史編察事情の調査に出掛けた。九大は編集室を設け2名 (講師 ・助手)を 配

置し長期にわたり年史資料の収集を行い、大学公文書などを膨大なマイク■フィルムに収めていたのには教

えられた。東大では百年史編察事業は終了してせヽたが、安田議室内の史料室には明治初年以来の文部省と大

学との往復文書が整然と並んでいた。北大農学部で1ま東北帝国大学農科大学合け立期の教授会議事録を問覧す
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ることができた。各大学とも年史編察にあたり積極的に関係究料の収集を行なっていることを改めて確認し

たのであった。この出張の調査費は時の西澤総長から格段のご配慮をいただいた。あの委任経理金がなけれ

ば年史編纂の立ち上が ,は不十分なものとなったであろう。この機会をかりて西津前総長にあらためて感謝

を申し上げたい。

こうした調査結果をもふまえ、編集構想の結果を

「『東北大学百年史』編纂構想についてJ(平 成 6年

9月 30日)と 題して百周年記念事業企画委員会に報

告 した。報告書は、 I『 百年史』編察の基本方針、

正編纂体制、皿 『百年史』の構成、V編 察期間から

構成された。この報告が基本的に了承され今日の編

集事業が出発したことは周知のことである。関心の

もたれる基本方針を再録すれは、

1、創立以来の本学の沿革を客観的に解明し、そ

の間生起 した学内外の諸課題にどのように対

処したかを明らかにする。

「百年吏編集構想委員会の看板上掲J(平 成 5年 11月)

看板を手にするのが渡辺元委員長 そ の左か蔵澤前総長

2、本学における学術研究の問題意識と研究成果を通して、本学の世界、日本、地域に対する学術的貢献

を明らかにする。

3、高等教育機関として開学以来、平成6年 3月現在約12万名の右為な人材を輩出してきたわが国有数の

大学であるとの認識の下に、大学の内外における学生生活、社会的要請と学生、地域社会との関係、

国際交流等学生の動向を多面的、動態的に明らかにする。

4、創立以来の本学の歩みを明らかにするのみならず、東北大学につぎの世紀を展望するに足る指針を与

えるものでなければならない。

1、は大学の沿草であり、年史の骨格について述べたものでいわばどの年史にも共通することである。2、

は研究重視の東北大学の伝統に注視するとともに、研究にあたっての問題意識、社会への学術的貢献を明ら

かにする。3、は学生の卒業後の活躍をも視野に入れて高等教育機関としての役害1を明らかにする。4、は年

史にありがちな過去の称賛より東北大学のあるべき指針が読み取れる年史でなければならない、ということ

である。要するに、百年究は壮大な東北大学の自己評価であり、世界に、日本に、地域に情報を発信しつづ

ける東北大学の自己認識であるといってよい。

構想から編察の段階に入りすでに2年 を経過した。着々と編集事業は進んでおり、大変喜ばしいことであ

るが、これからが正念場である。一部の人でできる事業ではない。上記の基本方針が名実ともに貫徹する年

史となるためには、全学、就中部局の多い理系の協力が不可欠であろう。
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工学部創穀前史をめぐる諸問題

東北大学工学部は、大正8(1919)年 5月 22日創設さ

れたが、その20年前の明治32(1899)年 6月 18日の F国

民新開』に、工科を合む東北 (帝国)大 学構想が紹介さ

れている。この記事は、文部省が明年度において九州大

学の外更に東北大学新設を内定し予算を大蔵省に廻送し

たと伝え、東北大学は仙合市に33年度から260万円の8

ケ年継続予算として、来年度は宮城県民の寄rl135万円を

支出に充て、36年度に医科大学、次年に工科大学、その

次年に法科大学を開設する予定であると報じた。この東

北大学計画については 『五十年え』などにも記載がある

が、具体的な分科大学計画の記述は従来見られなかった。

順調に進めば明治37年に工科大学が誕生したことにな

る。これは第二次山県内閣の樺山資紀文相が構想した「入

年計画」と呼ばれた高等教育機関増設案の一環であった

が、この計画は新から学制改革が論じられていたため閣

議の了解を得ることが出来なかった。一炊の夢に終わっ

たかにみえる八年計画だが、九州、東北、オL幌などの大

学誘致運動を刺激してその後の成行きに少なからす影響

を与えた点で重要な意味を持っている。八年計画を14折

させる理由となった学常J改革議論は20年後に大学令とい

う結論に到達した。東北大学の設置は一時ほとんど見込

工学部史編さん室 酒 井 良 樹

みがなくなり、その代わりのように仙台高等工業学校が

将来の大学昇格をほのめかせられながら設立された事実

が後の経終を複雑なものにした。

(当日の会場 中 央均じ百井氏)

目立公文書館所蔵の閣議提出文書 『公文類栗』によれ

ば、政府が本学工科大学を設置する実質上の意思決定し

たのは大正5(1916)年 8月 2日 の閣議であった。この

閣議では大正6年 度に北海道大学の分離独立と共に東北

理科大学に応用化学科を新設し、遅くも大正3年 までに

少なくとも電気工学科と機磯工学科を設けて工科大学を

開始することが基本的に了承された。実際の損U立の3年

前に年次計画によって工科大学設置が内定していた事実

は従来の理解とはかなり遠っている。

例えば、『二十年/Ht』には大正 6年 6月 に北条総長が

「今年度中に工科大学を全面的に設立することの不可能

なるを知 り、応用化学科を理科大学の一学科として計画

したのであった。Jと 転任直前の綱渡り的な努力によっ

て応用化学科が設置されたかのような劇的な記述がある

が、事実は一年前に内定していた路線であるから根拠の

薄い物語と思われる。

『五十年え』には、大正7年 の夏にも北大医科等とめ

境合で工科実現が容易でない上に、工学専門部の分離運

動によって困難な事態になったが、「福原総長は、ここ

で積極策に転じ、高専存続を文部省へ強くかけあう」な

どして危機を脱したとの趣旨の記述があるが、東北工科

と北大医科はすでに2年 前から年次計画が動きだしてお

り、二専存続は 『五十年史』自身の別の箇所に同年2月

23日存続が決定したとの矛盾する (が正しい)記 載もあ

って、この形勢逆転の物語も事実とは考えられない。

『五十年史』には、他に日付などの事実関係の誤記や

混舌Lも少くなく、百年史ではこのような問題を減らす方

法を考える必要があろう。

V
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『二十年史』|よ、資料としてll聞などを用いて内付け

したので読ませる規しさがあるのが迎えられ、他大学の

年史に相J4の影警を与え、,く の文献の東北大学に関す

る記載がこれに代拠するなど 東 北大学々の楽本イメー

ジを学内外に働立 [た。しかし出版後40年の間に現れた

多数の査付争によってその事実認談キの修正が少なから

す必4Lになってきている。

工学部創設が難航した理的として 値 に(1)文部省は

lL用化学‖て十分て工千,大学不要とした(2)政府内に仙

台のような工業地でない所に工科大学は不適当などの吉

見があって何年も遅れたとされているが、少なくともそ

れほど大きい影響を与えたという哀付けは得ら'■ていな

い。岸",総長が明治4,年4月 仙台高年工業を大学附属エ

学卓P5部としてエト1大十の市石にした後 北 条総長かrt

任した大正2年 には二十1開始を大正5年 とするよう文相

に意見を述べた。その大正5年 6月 に,ヒ条が東北大学の

経営計画を文相に説明した際、工科新設問題は2年 間引

き続いた行政整理の方,の ためになれられなかったが財

政の奈補ある今が機会だと説いて8月 2日 の議を rnぇた

のである。H口ち主として行政整理のため 1ふ 3年 開設が

遅れた事実が工科難航の中はであったと考えられる。

学工業と応用化学振興の必要性を広く痛感させることに

なったが、津柳は高峰議吉などと共に学理の基礎から積

み上げる研究の必要を先見していた 人 であった。

臨時理化学研究所

臨時理化学研究]“よ人正4(191ら)年 7月 11日に発足

し応用化学者のと藤定吉が研究主任となった力ヽ こⅢ■は

日本の大学に置かれた最初の研究所てあった。学内の臨

時措置とは■え そ の設立は5月 17日文部大臣と4市 大

総長の内議により日本の■術政策に転機をもたらす形で

了承を受けて設置されたものとrt測され、近い将来にti

=常‖による垣久研究Ptか計画されていた。民間からの研

究費受l■入れや特許運用の制度化など在来の講座常Ⅲ下で

の研究賞不足を補うと共に実業との協力につながる新し

い考え方も提起していた。北矢総長らは東北大学をドイ

ツの大学のような実験と観_‐による真理の発見と発表を

日的とする大学とするために、分科大学のほかに当画化

学部門と物理部門の研究所を設け、化学部門はlL用化字

科と連携する付1度を構想したものと思われ、後に東北大

学が日本一の研究所大学となる原点となった。

(時間の関lTで話は打ち切ったが、配布資料や質疑か

ら一端を述べれば )初 代の機械工学の数寝官城吉五lF

は、工学部の倉Ⅲ設を従前の束目式の工学からドイツ式の

工学に切り換える好機と考え 他 大学の機械科と違t基

礎の理学を重視して物理学Il実験室と見誤るような設備

や授業内容を用意した。当時 ドイツの大学は輝かしい1,

学革命の拠点となり世界的な尊歌を実めていた。 方 大

正6年 9月 10日の 『朝日新聞』によれば、東京市大エト|

大学は職業教育に重きを置き研究的設備は全然欠加して

いる年という実脩だった。

なお本多光大部から八木秀次に至るグラスゴー大学の

学風という西津前総長の指摘の資料的裏付けについて

は、さらに今後の検討に待ちたい。

風学

化学教豊を力強くした工科大学構想

型「卜大学応用化学科の設置については 『五十年史』を

はじめ第一次世界大戦の影響として記ltされることが多

い。 しかしその機tHは既に大戦に先立つ大正元年に初代

岸",総長から牧町文相に宛てた書筒の中に 工 ‖大学は

千国工業の来礎を進り、Trに化キ数室を力強くして1子来

の化学■業の原助力とする計画として述べられて(る 。

第一次大戦によるドインの化ヤエ業製辞1の輸入途絶か化

米本記事は 第 2回東北大学百年史研究会 (平成10

年5月 14日 本  東 北大学片子会館会議室)で 行わ

れた酒井氏のfE告をご白身でまとめられたものであ

-  7 -

る 。 (百年史編集室)



アインシュタイン博士と東北大学

明治45年〈1912)5月21日付けの手紙がある。東北帝目

大学初代総長の津柳政太郎が、当時ミュシヘンに留学中

であった本学理科大学助教授石原純 〈帰目後教授)に あ

てたもので、石原がミニツヘンに到着したことを報告し

た手紙に対し、澤柳が本学理科大学の人事や「理科報告J

のことなど、理科大学の近況を知らせたものである。長

文をいとわす読んでみよう。

アインシュタイン博士が凝せられていたとは驚きであ

り、これが実現していたらと考えると、いささか興奮を

覚えない訳にはいかない。

石原博士によれば、『明治44年に東北帝国大学が創設

されたとき、津柳総長の知遇によって私もそこに赴くこ

とになりました。その頃からアインシェタイン教授をわ

が大学 (東北帝国大学理科大学)に 招聘してはど,か と

いう相談を (澤柳総長から)長 岡 (半太郎)教 授や私な

どの間に持ち出されたことがありました。しかし、その

実現にはいろいろ困難な事情があって、そういう話もそ

のままになってしまいました。』ということである (『ア

インシュタイン講演録』)。

この計画は実現こそしなかったが、年俸の額まで試算

しているところから、かなり具体的提示を行った模様で

V

V

(原文旧漢字、縦書き、但し、傍線等筆者)

この暮簡は F澤柳政太郎全集』第10巻の書簡集に掲載

されていたものであるが、本学最初の外国人教師候補に

『アインシュタイン講演録』(東京国奮 '978)よ り

人え"147しよせ 耳 を改て■,t
みん/4茂せになっています
せを済め眼をえ来うて
こことない連合に自らを芸ねるように

アインシュタインは思張 t主ぅて
淋強はすんすえ進んて,さ =す
そしてイシワラ!よすばやくをた較畑に

すべてをなのt7kに 古ごこんています
アインシュタイン自働止どに作嘉

拝啓 途 中御障りもなく無事ミュンヘンヘ御到着之

段珍重に候、御出発後当地別に変うも無之、二高の

田中理学士講師となり、尚本東大卒業の斉藤氏講師

として来との管に候、窪田助教授も本年夏期中に出

発相成ウ候事と存候、一高の掛谷氏多分来任と存候

理科報告第二冊は片山教授と小林助教授のとにて成

り候事と存候、英内御高論御送付待上候、本年内に

は地質の方にても何か出来可申候と存候

シスタイン氏は如何との事アブラハム氏と両氏の内

にて承講し呉くれば幸と存候、尤も右ハ予算に計上

し議会を経る等の子続を要し候間、今よう確と申し

候事ハ断言出来候、俸給ハー万五十床(マルク)'P七

十五百円位かと存候、期限ハ多くは最初三ケ年とし

前期後双方の合意にて継続候次第に候

本年八月下旬,ン ドンにて開会の第二回万国数学会

議に列席相成候てハ如何、御思召も候はば英旅費等

右の趣を以て大体計算して要求を試みられ度存候

御身体大切に祈上候

理科の諸学科に対する独乙青年の状況如何

御安着御書迄 草 々

二月二十一日

石原 兄
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V

あり 理 科大学開設当時の、とりわけ澤柳総長の意気軒

昂な姿勢を読み取ることができる。

当時アインシュタイツ博士ほ 「分子の大きさの新しい

決定法Jを はじめ、プラウン運動、特殊相対性理論に関

する二つの論文などをつぎつぎと発表し、学界の注目を

浴びてはいたが、後のような世界的名声を得るにt たヽっ

てはいなかった。にもかかわらす、東北帝国大学におい

てアインシュタイン博士についての着実な情報収交が行

われ、招聡運動が開始されたことは注目に値しよう。

報道関係者の協力を得て会場の設営、寄付集め、ポスター

貼りを清力的に行った。安知教授六人は率先して入場券

の売例きをしたが、その入場券は当時の帝劇の入場券よ

りも高額であったという (4円 50銭)。

誇演会は仙台市公会堂で行われ、400人奈の聴衆が集

まり大成功であった。鹿又仙台市長は歓迎の辞で 「わが

仙合はいかに科学思想に関心を寄せているか、いかに市

民文化が高いかご洞姿下さい」と族拶したほどであった。

12月3日 アインシュタイン博とは本学を訪間、歓迎茶

話会に臨み教授50人と交歓した。その中にひときわ長身

の外国人 (生物学TH教師)ハ ンス・モーリッシュ博士 (後

ウイーン大学総長)が おり、会半ば、知日家の両博士は

毛筆で会議室の壁に自署した (その署名は残念ながら、

後年火災のため失われた)。

昭和26年(1951)愛 知敬一教授の子息擦一氏がアイン

シュタイン博士を訪岡した際、博士は東北大学訪間を回

顧し、本多光太郎、日下部四郎大、藤原松二郎、石原純、

安知敬一の名を挙げ、「あのころの東北大学は驚異的で

あったJと いって優かしんでいたといわれる。

仙台市公会堂でのアインシュタイン 左 は愛知敬一

(岡本一平画、『アインシュタイン議演録』所収)

大正11年(1922)、改造社の招さで来日した博士は東

京、仙台、名古屋、京都、大阪、神戸、福岡の各地で講

演を行った。同時に、多年憧れていた日本の古代建築や

能の見学、日本音楽の鑑質などを精力的に行い、長年に

亘る日本文化への理解を投歴し、その保存を強調したの

であった。

仙台での講演会は、アインシュタイン博とが東京に到

着直後に愛知教授が確約したものであり、愛知教授が寅

任者的立場に立つことになった。「愛知の教えている大

学を見てみたヽJと いうアインシュタイン博士の要望に

こたえ、博とが本学を訪問することとなった。本掌への

訪間は決まったものの、大学は直接講演会を主催するこ

とに難色を示したため、愛如教授は進退第まり、理学部

第一回生小野平入郎に協力を求めた。

我が国の科学記者第一号を自認する小野は、その人脈

に連なる地元着手有力者を結集し、知事、市長、財界、

アインシュタイン停士来学

左より本多光太郎 ア インシュタイン 愛 知敬一 日 下部匹郎大

(東北大学記念資料壁所蔽)

参考 文献

1)F津柳政太郎全集』第10巻 (国主社 1980)

2)石 原 純 著・岡本一平画 『アインシュタイツ講演録』

(東京図書 1978)

3)ア ブラハム・パイス著 『神は老猪にして 一 アイン

シュタインの人と学問―』(産業図書 1982)

4)石 原 紅 著 『ヨー「ッタヽ留学当時の思い出 わ が師

わが友』(筑摩書房 1942年)

5)小 野平八郎著 『随筆
“
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"』
(仙台金港堂

1959)

(小野和夫 東 北大学百年史編察室員)
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百年 史編 纂 室 日誌 抄 録

1997(平成9)年

10月 1日  第 8回幹事会 (部局史の編集)。           18日   久 道茂東北大学後援会聖事と今泉室長の打

2日  東 北学院大学中央図書館見学 (編察室員)。         ち 合わせ。

9日  評 議会議事要録マイクPフ ィルム化終了。    3月 8～  編 纂室員が、京都大学百年史編集兜料室、

13～  全 国大学史資料協議会全国研究会、東北大     10日   名 古息大学史資料室に出張。
15日  学 にて開催(中"室 員 「大学史編集と資料 23日  Ⅲ 川武美教授 (理学部)よ り資ll寄贈。
保存の現状 ―東北大学の場合―Jと 題し

編纂室スタッフ会議。基調報告をおこなう)。
25日  河 相一成名誉教授 (農学部)よ ,資料寄晴。20日  編 察室スタッフ会議。
4月 6日  平 成9年度及び平成10年度事業について庶11月 5日  第 9回幹事会 (部局史の編纂)。

務課との打ち合わせ。17日  編 纂室スタッフ会議。
10日  士 倉保名誉教授 〈理学部)よ り資料寄贈。28日  第 5回 百年史編集委員会 (部局史の編察)。
16日  編 察宣スタッフ会議。            ⌒12月 4日  阿 部博之編集委員長と今泉室長打ち令わ
23日  小 止貞夫編纂委員長と今泉室長の打ち合わ  Vせ 。

せ 。10日  方 賀半次郎名誉教授 (経済学部)よ り資料
30日  第 11回幹事会 (部局史編集、資料編編察方寄贈。

針等)。17～  編 集室員が北海道大学沿車資料室に出張
19日  (束 北帝国大学農科大学関係資料の調査)。    5月 12日  故 鈴木廉二九名誉教授 〈工学部)子 息鈴

15日  『 東北大学百年史編察室ニュース倉J刊号』         木 貞朔氏より資料寄贈。

刊行。                      13日   第 12回幹事会 (現存しない部局の取扱い資

22日  編 察宣スタッフ会議。                   対 編編察方針等)。

14日  第 2回東北大百年史研究会開催。酒井良樹

1998(平成10)年                            氏 (東北大学工学部え編集室)の 報告。

1月 4日  滝 浦静雄名誉教授 (文字部)よ り資料寄晴。     15日   柱 重俊名誉教授 (工学部)千 代夫人より資

8日  菅 野喜入郎名誉教嵐教養部)より資料寄贈。         料 寄贈。

14日  編 纂室スタック会議。               18日   百 年史編集委員会 (9年度決算報告)。

16日  第 10回軒事会 (部局えの編集 ・9年度事業         編 集室スタッフ会議。

報告 ・10年度事業計画)。           22・ 23日  鈴 木貞朔氏より資料寄贈。          一

21日  第 6回 百年史編集委員会 (部局史の編察 ・     23日   第 13回幹事会 (資料編収録統計データ等)。  V

9年度事業報告 ・10年rz・事業計画)。       6月 15日  黒 田正奥名吉数援 (教養部)よ う資料寄贈。

2月16日  百 年史編纂委員会 (9年 度事業報告 ・10年     18日   第 14回幹事会 (資料編収録統計データ等)。

度事業計画)。                   22日   編 集章スタッフ会議。

17日  方 賀半次AF名誉教授 (経済学部)よ り資料     29日   第 7回 百年史編集委員会 (部局史の編纂

寄贈。                         等 )。
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